
曜日 木

時限 １・２・３・４

週 授業形態 小テスト・中間テスト・定期試験

1 登校

2 登校 小テスト5点

3 登校

4 登校 小テスト5点

5 登校

6 登校 小テスト5点

7 登校

8 登校 中間テスト20点

9 登校

10 登校 小テスト5点

11 登校

12 登校 小テスト5点

13 登校

14 登校 小テスト5点

15 登校 定期試験50点

　【使用教科書・教材・参考書】　 

ウエーブのノート・美容技術理論１・筆記用具

準備学習
時間外学習 １年次にとったノートをベースにその都度、学んだことやポイントを抑えノートに記録する

評価方法

●習熟度：100点（到達目標に対する成長具合や習熟度）
◇出席：出席率80%以上（下回る場合は単位認定は無し、E評価となる）
◇合否：60点以上で合格（A：100〜90 B：89〜80 C：79〜70 D：69〜60）　否（E：評価資格喪失、F：59〜0）　実習や習熟度が測れないものはS・
U評価

受講生への
メッセージ 美容師免許取得に必須な課題の基本的な作業をコツコツ繰り返し試験に備えよう

全頭を２５分で定期試験

全頭を通してバランスよく作れているか、ウエーブが半円周になっているか確認

１段目から３段目までの練習（１０分）

４段目から５段目までの復習とタイムアップ（８分）

６段目から７段目までの復習とタイムアップ（５分）

全頭２５分で中間試験を行う

全頭25分とウエーブとカールの接続を強化

全頭25分とバランスの強化

全頭23分手直し2分　（国家試験の採点に基づき70点以上の作品）

全頭23分手直し2分　（国家試験の採点に基づき８0点以上の作品）

全頭23分手直し2分　（国家試験の採点に基づき９0点以上の作品）

全頭23分手直し2分　（国家試験の採点に基づき１０0点以上の作品）

全頭を作り、中央とウエーブ幅のバランスがよくなる為にはどうしたらよいか考える

教員 中村有希子
【教員実務

経験】
美容室に勤務後講師として活動、学生により良い授業の提供ができるように
自分自身も技術向上の練習を重ねている

【到達目標】
模擬試験を行い、取れなかった項目を繰り返し練習し、より一層理解を深める	

　【授業の学習内容】

国家試験の採点項目を理解しその技術ができるように模擬試験合格を目標に練習を重ねていく	

授業計画・内容

1段目から３段目（１０分）4段目から5段目（９分）6段目から7段目（６分）の復習

２段目から７段目までをフルウエーブを作りウエーブの強化
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2026年度　科目別　授業計画（シラバス）

科目名 美容実習ⅩⅤ（国家試験技術総合）
必修
選択

必修 年次 2 開講区分 ２セメスター(後期）

学科・専攻 美容師科
授業
形態

実習
単位
時間


